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１
１
０
番
は
緊
急
の
事
件
・
事
故
の
際
の�

緊
急
電
話
で
す
。�

　
相
談
に
関
す
る
も
の
・
運
転
免
許
証
の
更

新
・
落
と
し
物
の
届
出
な
ど
緊
急
で
な
い
用

件
は
、
「
♯
９
１
１
０
番
」
ま
た
は
「
各
警

察
署
」
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。�

〈
１
１
０
番
の
か
け
方
〉�

●
全
て「
１
１
０
」を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
下
さ
い
。�

●
「
交
通
事
故
」
か
「
盗
難
・
詐
欺
な
ど
の

　
事
件
」
か�

●
発
生
場
所
は
「
○
○
町
」
、
目
印
と
な
る

　
目
標
物�

●
犯
人
は
、
ど
ん
な
人
物
（
男
か
女
か
、
年

　
齢
な
ど
）
で
、
ど
ん
な
服
装
で
、
ど
ん
な

　
手
段
で
（
車
で
？
、
走
っ
て
？
）
ど
ち
ら

　
の
方
向
に
逃
げ
た�

●
怪
我
な
ど
、
被
害
の
程
度�

●
あ
な
た
の
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
伝
え

　
て
く
だ
さ
い
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
南
警
察
署�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
１
１
０�

　
対
馬
北
警
察
署�

　
☎
０
９
２
０（
８
４
）２
１
１
０�

����

　
対
馬
市
に
お
け
る
会
社
や
法
人
の
登
記
事

務
に
つ
い
て
は
、
長
崎
地
方
法
務
局
登
記
部

門
で
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。�

　
な
お
、
会
社
や
法
人
の
登
記
に
係
る
登
記

事
項
証
明
書
、印
鑑
証
明
書
の
交
付
事
務（
動

産
・
債
権
譲
渡
登
記
に
係
る
概
要
記
録
事
項

証
明
書
の
交
付
事
務
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
現
在
の
取
扱
庁
で
も
取
り
扱
い
ま

す
。�

　
ま
た
、
不
動
産
登
記
事
務
に
つ
い
て
は
、�

取
扱
庁
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

■
現
在
の
取
扱
庁�

　
対
馬
支
局�

■
対
象
の
区
域�

　
対
馬
市�

■
変
更
後
の
取
扱
庁�

　
長
崎
地
方
法
務
局
　
登
記
部
門�

　
〒
８
５
０
‐
８
５
０
７�

　
長
崎
市
万
才
町
８
番
16
号�

■
変
更
予
定
年
月
日�

　
平
成
23
年
２
月
７
日（
月
）�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
長
崎
地
方
法
務
局
対
馬
支
局�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）６
４
６
３�

　
長
崎
地
方
法
務
局
登
記
部
門�

　
☎
０
９
５（
８
２
０
）５
９
３
７�

����

　
目
が
見
え
な
い
、
見
え
に
く
い
子
ど
も
の

保
護
者
へ
の
子
育
て
支
援
や
、
成
人
で
中
途�

I
n
f
o
r
m
a
t
io
n

f
r
o
m
T
S
U
S
H
I
M
A
C
I
T
Y

▼
▼
▼
対
馬
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、募
集
な
ど
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。（
詳
し
く
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）�

182010. 12

お
知
ら
せ�

目
が
見
え
な
い
、見
え
に
く
い�

方
の
た
め
の
相
談
・
学
校
案
内�

長
崎
地
方
法
務
局
に
お
け
る
商
業
・�

　
　
法
人
登
記
事
務
取
扱
庁
変
更�

１
１
０
番
は
地
域
を
守
る�

　
　
　
　
　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン�

経済産業省・長崎県・対馬市�

統計調査にご協力ください�製造事業所の皆様へ�

経済産業省では、工業統計調査を平成２２年１２月３１日
現在で実施します。�
　工業統計調査は、製造業を営む事業所を対象として、そ
の活動実態を明らかにすることを目的として調査します。�
　調査結果は国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資
料として利用されるとともに、企業、大学などでの研究資
料、小・中・高等学校の教材など、広く利用されていると
ころです。�
　皆様からご提出していただく調査票については、統計法
に基づき調査内容の秘密の厳守はされますので、正確なご
記入をお願いします。�

平成22年工業統計調査�

対馬市水道局�
☎0920（52）0943

　冬期（１～３月）は、
まとまった降水量が見
込めない季節です。場
合によっては渇水によ
る給水制限のおそれも
ありますので、市民皆
様の節水へのご協力を
お願いします。�



視
覚
障
害
に
な
っ
た
た
め
離
職
し
た
方
な
ど

へ
の
相
談
及
び
学
校
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
幼
稚
部
入
園
や
、
国
家
資
格
の
取
得
を
考

え
て
い
る
方
の
募
集
手
続
が
２
月
か
ら
始
ま

り
ま
す
。�

　
入
学
金
、
授
業
料
は
無
料
で
す
。
詳
し
く

は
、
お
早
め
に
ご
相
談
下
さ
い
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
長
崎
県
立
盲
学
校
　
松
田
芳
晴
教
頭�

　
☎
０
９
５（
８
８
２
）０
０
２
０�

������

■
日
時
　
平
成
23
年
１
月
23
日（
日
）�

　
　
　
　
13
時
30
分
〜�

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル�

■
内
容�

　
　
新
潟
県
佐
渡
市
・
兵
庫
県
豊
岡
市
か
ら

　
佐
渡
・
豊
岡
で
の
ト
キ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

　
野
生
復
帰
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
つ

　
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、
環
境
省
よ
り
ツ

　
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の
野
生
復
帰
事
業
に
つ
い

　
て
説
明
を
行
い
ま
す
。�

　
　
そ
の
後
、
佐
渡
市
長
・
豊
岡
市
長
・
対

　
馬
市
長
を
交
え
て
、
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
を

　
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
、
パ
ネ�

　
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
　
水
崎
）�

　
☎
０
９
２
０（
８
４
）５
５
７
７�

�����

■
日
時
　
平
成
23
年
２
月
13
日（
日
）�

　
　
　
　
開
場
13
時
30
分
／
開
演
14
時
00
分�

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル�

■
入
場
料�

　
一
　
般
・
・
・
・
・
・
２
、
０
０
０
円�

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
２
、
５
０
０
円
）�

　
高
校
生
以
下
・
・
・
・
１
、
０
０
０
円�

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
１
、
５
０
０
円
）�

※
こ
の
公
演
の
入
場
料
は
、
宝
く
じ
の
助
成

　
に
よ
り
特
別
料
金
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

■
入
場
券
販
売
所�

　
対
馬
市
内
各
地
区
公
民
館�

　
（
厳
原
・
美
津
島
・
豊
玉
・
峰
・
上
県
・

　
上
対
馬
・
豆
酘
・
佐
須
）�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
（
厳
原
地
区
公
民
館
）�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
３
６
３�

19 広報つしま

宝
く
じ
文
化
公
演�

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ア
ト
ム
」開
催�

イ
ベ
ン
ト
・
講
習
会�

ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
野
生
復
帰�

　
　
　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

児童虐待から子どもを守るために！�児童虐待から子どもを守るために！�

虐待を受けていると思われる子どもを発見した時は？�虐待を受けていると思われる子どもを発見した時は？�

子どもを虐待か
ら�

守るための５か
条�

子どもを虐待か
ら�

守るための５か
条�
１．「おかしい」と感じたら迷わず連絡（通告）�
２．「しつけのつもり…」は言い訳（子どもの立場で判断）�
３．ひとりで抱え込まない（あなたにできることから即実行）�
４．親の立場より子どもの立場（子どもの命が最優先）�
５．虐待はあなたの周りでも起こりうる（特別なことではない）�

　速やかに「子ども・女性障害者支援センター（児童相談所）」や最寄りの市町、�
福祉事務所等へ相談（連絡）してください。�
※児童虐待防止法では、虐待が「疑われる」児童を発見した場合は、関係機関へ連絡・通報すること（通告）が�
　国民の「義務」として定められています。もし、調査の結果、虐待が認められなくても連絡・通報した人が�
　責められることはありません。�

親または親に代わる保護者等が、児童（18歳に満たない者）に�
ついて行う次のような行為をいいます。�

①身体的虐待
　児童の身体に外傷が生じ、又は生じるおそれのある�
暴行を加えること。�

②性的虐待
　児童にわいせつな行為をすること又は児童をしてわ�
いせつな行為をさせること。�

③怠慢又は拒否（ネグレクト）
　児童の心身の正常な発達を妨げるような著しい減食�
又は長時間の放置、同居人による①②④の虐待の放置�
など保護者としての監護を著しく怠ること。�

④心理的虐待
　児童に対する著しい暴言又は拒絶的な対応、配偶者�
に対する暴力等児童に心理的外傷を与える言動を行う�
こと。�

通報は、対馬南警察署☎0920（52）0110、対馬北警察署☎0920（84）2110まで�

連絡した方�の秘密は�守られます�

連絡した方�の秘密は�守られます�

児 童 虐 待 と は ？


